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『あげます。』 
 

浜田桂子作 
(ポプラ社) 

 
 

 小さな頃は、きょうだ

いができると、それまで

たくさんの大人から受

けていた愛情を独り占

めできなくなり、寂しく

なってしまうのでしょ

うね。「ぼく」が、兄と

して成長するまでの可

愛らしい絵本です。    

新着図書 

・子どもを本嫌いにしな 

い本（赤木かん子 著） 

・23 人の定番わが家レシピ 

（暮らしの手帖編集部 編） 

・だから日本はズレている 

（古市憲寿 著）    ほか 

 

 

『いえでを したく なっ

たので』 
リーゼル･モーク･スコーベン文 

ドリス･バーン絵 
松井るり子訳 
(ほるぷ出版) 

 

 家出をしたくなった

きょうだいが、荷物をま

とめてみんなで出てい

くおはなしです。行く

先々は、みんなが好きな

場所。みんな一緒なら、

家出も楽しい冒険です。

でもやっぱり、おうちが

一番なのですね。    


